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The Formation of Liang Qichao's Modern National Thought
:From chivalry to nation
孫　　　瑛　鞠　SUN, Yingju
はじめに
Ⅰ．日本亡命前の梁啓超
　１．万木草堂時期（1891-1895）——「任侠」思想の萌芽
　２．『時務報』主筆時期（1896-1897）――「任侠」思想の受容
　３．時務学堂中文総教習時期（1897-1898）——「任侠」思想の鼓吹
Ⅱ．日本亡命後の梁啓超
　１．日本亡命の直後 ——「任侠」思想の展開
　２．庚子勤王蜂起 ——「任侠」思想の挫折
　３．『新民叢報』――「任侠」から「新民」へ
おわりに——少数者の崛起から国民全体の覚醒へ
はじめに
　梁啓超（1873-1929）が近代中国の国民精神形成史上に果たした重要な役割については、すでに
多くの指摘がなされている 。戊戌政変（1898）後、日本に亡命した梁啓超は、明治日本の発展ぶり
に目を開き、つとに近代国民思想の重要性に気づき、1902年に日本で創刊した『新民叢報』に連載
した「新民説」が彼の近代国民思想の体系的な表現であると言われている。
　一方、近年では、梁啓超が日本の幕末の志士を崇拝したことがよく指摘されている 。梁啓超は彼
1　 梁啓超の近代国民思想の形成に関しては、これまで数多くの研究が蓄積されてきた。中国における諸研究は
多方面から梁啓超が唱えた「新民」の特質及び現代的意義の検討を行っている。例えば、方平「論清末梁啓
超的国家思想」（『華東師範大学学報』哲学社会科学版１、1999）、王敏「啓蒙与反思: 論梁啓超的新民思想」（『史
林』３、2003）などが挙げられる。これに対し、日本の諸研究は、日本亡命後の梁啓超と日本との関係を重
視し、亡命後の梁啓超の国家認識及び「新民説」を中心に考察を行っている。例えば、狭間直樹「『新民説』
略論」狭間直樹編『共同研究梁啓超―西洋近代思想受容と明治日本―』（みすず書房、1999）、盧守助「梁啓
超の『新民』理念」（『現代社会文化研究』33、2005）などが挙げられる。
2　 これらの研究の多くは梁啓超の尚武思想を中心に分析を行い、彼と日本の幕末志士との関係に触れている。
例えば、張麗華「梁啓超与『中国之武士道』」（『雲夢学刊』５、2008）、吉田薫「梁啓超対日本近代志士精神
的探究与消化」（『中国現代文学研究叢刊』２、2008）などが挙げられる。
94
帝政ロシアの実科学校法をめぐる論争―国家評議会（1871年～1872年）での審議を中心に―　　宮本竜彦
速な工業化を目前にして、ゴロヴニン的な新しいエリートの養成が現実に開始されるということで
あろう。
　一方で、1870年代の開明官僚は、諸産業部門に教養のある技術者（外国人でなくロシア人の自前
の技術者）が必要だという認識は持っていても、非エリートのための専門学校や職業学校を教育省
の管下に抱え込むことには冷淡であった。勃興する新しい産業、従来からの商工業部門の活性化・
高度化が要求する大規模で大衆的な技術教育・職業教育の必要性は、エリートや指導者の教育以外
を政府の任務とは考えない非福祉国家的コンセプトの前に未だかすんでいる。
　トルストイがおこなったことは、1890年代には加速化する社会変動の構成要素である社会的階層
的流動化の種をまくことであった。つまり、彼は非エリートを主な顧客とする実科型中等学校の創
設に踏み切ることにより、しかも、カリキュラムの一般教育色を強め、一部の修了生に高等専門学
校への進学を認めたことにより、一方で都市中下層が高等教育機関へ進む道を残し、他方で貴族官
吏層の実科学校進出をもたらした。これはロシアの身分制的階層秩序を少しずつ溶解し、近代的な
社会編成を結果的にもたらすことになると思われる。
